
 

 

 

 

 

平成 28年８月８日 

各   位 

会 社 名   株式会社ユニマット リタイアメント・コミュニティ 

代 表 取締 役名  代 表 取 締 役 社 長 中 川 清 彦  

（JASDAQ・コード 9707） 

問 い 合わ せ先  常務取締役管理本部長   寺 坂   淳 

電 話 番 号 03（5413）8228 

 

平成 29年３月期第２四半期（累計）業績予想及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成28年５月12日に公表しました平成29年３月期第２四半期累計

期間（平成 28年４月１日～平成28年９月30日）の業績予想及び平成29年３月期通期（平成28年４月１日～

平成29年３月31日）の業績予想を修正することとしましたので、以下のとおりお知らせいたします。 

 

１. 平成29年３月期第２四半期（累計）連結業績予想値の修正（平成 28年４月１日～平成28年９月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
（百万円） 

22,300 

（百万円） 

510 

（百万円） 

260 

（百万円） 

30 

（円 銭） 

3.83 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 22,300 1,010 790 630 80.35 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 0 500 530 600  

増  減  率 （  ％  ） 0.0 98.0 203.8 ―  

（参考）前期第２四半期実績 

（平成 28年３月期第２四半期） 
22,423 52 △245 △602 △76.88 

 

２．平成29年３月期 通期連結業績予想数値の修正（平成 28年４月１日～平成29年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
（百万円） 

45,110 

（百万円） 

1,200 

（百万円） 

700 

（百万円） 

260 

（円 銭） 

33.16 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 45,110 1,460 990 700 89.28 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 0 260 290 440  

増  減  率 （  ％  ） 0.0 21.7 41.4 169.2  

（ 参 考 ） 前 期 連 結 実 績 

（ 平 成 2 8 年 ３ 月 期 ） 
44,971 772 280 △163 △20.80 

 

 



 

３.修正の理由 

 （１）第２四半期（累計）連結業績予想値の修正の理由 

   売上高につきましては、計画通り堅調に推移する見通しとなっております。一方で、主力事業でありま

す介護事業において、シフト管理の徹底等、業務の効率化及び人員配置の適正化に継続して取り組んだ結

果、売上原価が減少する見通しとなっております。加えて、介護施設における大規模修繕につきまして、

第２四半期連結累計期間において予定しておりました修繕の一部が、第３四半期以降に実施することとな

ったこと、また、平成28年６月 21日開催の定時株主総会において承認されました資本金の額の減少に伴

い、税負担が減少することから、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益につきまし

ては、前回発表予想を上回る見込みとなっております。 

 

 （２）通期連結業績予想数値の修正の理由 

 売上高につきましては、計画通り堅調に推移する見通しとなっております。また、第２四半期（累計）

連結業績予想の修正を受け、売上原価は期初予想対比で減少する見通しとなっております。一方、第３四

半期以降において、介護施設における大規模修繕に加えて、追加の補修工事や新規投資等を予定しており

ます。これらの要因により、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、

前回発表予想を上回る見込みとなっております。                                                                                                                          

                                                  

上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報及び業績に影響を与える不確実な要因に係る仮定を

前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 

 


